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　９月定例会は、９月２日から９月28日までの27日間の日程
で開催されました。
　条例の一部改正４件、財産の取得１件、利益の処分１件、
補正予算４件、決算の認定２件、人事案件１件、請願２件、
陳情３件（うち１件取下げ）、計18件の案件について審議し
ました。そのほか、報告が２件ありました。

9月
定例会

　

平
成
26
年
度
決
算
に
つ
い
て
、

９
月
17
日
・
18
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
決
算
審
査
特
別
委
員
会

で
審
査
を
行
い
、
一
般
会
計
・

各
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計

決
算
に
つ
い
て
認
定
し
ま
し

た
。　

　

当
初
予
算
と
し
て
は
過
去
最

大
規
模
で
あ
っ
た
一
般
会
計
予

算
は
、
さ
ら
に
５
億
５
千
万
円

近
く
増
額
さ
れ
、
歳
出
決
算
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
編
成
時
に
、
財
政

調
整
基
金
か
ら
６
億
２
千
万
円

の
取
り
崩
し
予
定
で
し
た
が
、

市
税
、
分
担
金
・
負
担
金
、
繰

越
金
な
ど
の
歳
入
が
予
算
編
成

時
よ
り
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
さ
ず

に
、
さ
ら
に
６
億
円
の
積
み
立

て
を
行
い
、
同
基
金
残
高
は
39

億
円
と
増
加
し
ま
し
た
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、

各
分
野
に
お
け
る
福
祉
施
策
、

市
民
の
健
康
保
持
・
増
進
や

衛
生
向
上
に
努
め
、
ま
た
一

方
で
は
、
観
光
振
興
を
図
り
、

駅
舎
整
備
、
給
食
セ
ン
タ
ー

の
完
成
な
ど
施
設
環
境
、
交

通
利
便
性
の
向
上
に
向
け
た

事
業
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

市
民
福
祉
の
向
上
と
着
実
な

社
会
資
本
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
で
こ
の
決
算
に
賛

成
す
る
。

※１万円未満は四捨五入（一部調整あり）

合計２７４億 ４千４５４万円

自主財源
合計
169億
9千509万円
61.9%

依存財源
合計
104億
4千945万円
38.1％

市税
　133億7千545万円  48.7％
市民税、固定資産税、市たばこ税など
繰越金　12億8千318万円  4.7％
前年度から繰り越されるお金
繰入金　6億8千661万円  2.5％
教育施設整備基金などを取り崩したお金
諸収入
　5億9千90万円  2.1％
講座受講料、不燃物売却代、
健康診断自己負担分、預金利子、
受託事業収入など
分担金及び負担金
　5億4千285万円  2.0％
保育料、小中学校給食費等負担金など
使用料及び手数料
　4億7千124万円  1.7％
幼稚園等の使用料、住民票等交付手数料、
ごみ処理手数料など
財産収入等　4千447万円  0.2％
市有財産貸付収入、基金利子など
寄付金　39万円  0.0％

その他
　3億7千659万円  1.4％
地方特例交付金、地方交付税など

地方譲与税
　3億8千465万円  1.4％
国が徴収した特定の税から
分配されるお金
地方消費税交付金
　6億7千245万円  2.4％
地方消費税の一部が県から交付
されるお金
県支出金
　14億1千577万円  5.2％
市の事業に対し県から交付されるお金

市債
　36億8千750万円  13.4％
国や銀行から長期に借り入れるお金

国庫支出金
　39億1千249万円  14.3％
市の事業に対し国から交付されるお金

＊自主財源：市が自主的に収入する財源　＊依存財源：国や県から定められた額を収入する財源

一般会計　収入

財
政
調
整
基
金

　
　
取
り
崩
し
無
し

結
果
的
に
健
全
な

　
財
政
運
営
を
維
持

賛成
討論

H26年度に利用開始した
新袖ケ浦駅舎

南口の工事ももうすぐ完成です
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実
質
単
年
度
収
支
は
２
年
連

続
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
26
年
度
決
算
に
お
い
て
黒

字
と
な
り
、
財
政
力
指
数
も

１
・
０
５
１
か
ら
１
・
０
６
９

に
微
か
な
が
ら
上
昇
し
ま
し
た
。

　

大
型
公
共
事
業
の
実
施
等
に

よ
り
、
一
般
会
計
の
市
債
の
残

高
は
、
平
成
25
年
度
決
算
よ
り

27
億
３
千
895
万
円
増
加
し
、
133

億
９
千
875
万
円
と
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

合計２６６億 6千958万円

義務的経費
合計
105億4千158万円
39.5％

投資的経費
合計

71億1千966万円
26.7％

その他の経費
合計
90億834万円
33.8％

人件費
　53億6千419万円  20.1％
職員給与、共済組合負担金、
議員報酬など

扶助費
　40億9千645万円  15.4％
児童福祉、高齢者福祉、生活保護など

公債費
　10億8千94万円  4.0％
地方債の元金・利子償還金

維持補修費
　1億8千255万円  0.7％
道路や橋梁、学校、庁舎などの
維持補修

繰出金
　5億2千110万円  1.9％
一般会計から公営企業会計へ支出するお金

投資及び出資金・貸付金
　2億4千501万円  0.9％
奨学資金貸付金、高齢者等住宅整備資金
貸付金、中小企業融資資金貸付金など

物件費
　42億6千219万円  16.0％
委託料、需用費など

補助費等
　19億6千114万円  7.4％
補助金、交付金、負担金など

経常的繰出金
　11億9千218万円  4.5％
一般会計から国民健康保険、介護保険などの
特別会計へ支出するお金

積立金
　6億4千417万円  2.4％
財政調整基金積立金など

普通建設事業費
　70億9千629万円  26.6％
道路や公共施設などの建設費

＊義務的経費：支出が義務付けられ、任意に節減できない経費　＊投資的経費：施設整備など、財産として将来的に残るものにかかる経費

災害復旧事業費
　2千337万円  0.1％

※１万円未満は四捨五入（一部調整あり）

【平成26年度　特別会計歳入歳出決算状況】

【平成26年度　水道事業会計決算状況】

会計名 歳　入 歳　出

国民健康保険 74億3747万円 70億9237万円

後期高齢者医療 4億3235万円 4億3096万円

介護保険 34億 114万円 33億3364万円

農業集落排水事業 6億3866万円 6億3754万円

公共下水道事業 14億5848万円 14億5270万円

区　分 収　入 支　出
収益的収入
及び支出 19億7711万円 19億7963万円

資本的収入
及び支出 4億3942万円 9億3429万円

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する 4
億 9487万円は過年度損益勘定留保資金及び当年度
分消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補てん
しました。

※特別会計とは、一般会計に対し、特定事業など収入・支
出を個別に処理する会計のことです。

一般会計　支出

市
債
残
高
は
増
加

平成26年度決算を認定

法人市民税、
固定資産税など

実質単年度収支黒字
市税５億８千万円 増（当初予算比）

　

市
は
「
平
成
29
年
度
ま
で

に
58
億
円
の
税
収
が
不
足
す

る
」
と
し
て
「
持
続
可
能
な

財
政
構
造
確
立
の
た
め
の
集

中
的
取
組
み
」
な
ど
で
市
民

サ
ー
ビ
ス
削
減
を
進
め
た

が
、
実
際
に
は
景
気
動
向
の

変
化
に
よ
る「
上
振
れ
」
も
あ

り
、
税
収
の
見
通
し
が
ず
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
平
成
26

年
度
中
に
こ
の
取
り
組
み
に

対
す
る
組
織
的
な
検
討
の
形

跡
は
な
い
。
福
祉
施
策
を
削

減
し
、
開
発
は
推
進
す
る
よ

う
な
姿
勢
は
改
め
る
べ
き
で

あ
り
、
こ
の
決
算
に
は
反
対

す
る
。

反対
討論

実
質
単
年
度
収
支
と
は
？

　
単
年
度
収
支（
前
年
度
か
ら
の
増
減
）

に
財
政
調
整
基
金
の
増
減
額
を
加
え
た

も
の
。

　
黒
字
で
あ
れ
ば
前
年
よ
り
貯
蓄
が
増

加
、
赤
字
で
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
貯
蓄
を

取
り
崩
し
て
運
営
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
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?
?税金の使い道をチェック！

法
人
市
民
税
が
プ
ラ
ス

と
な
っ
て
い
る
が
、
法

改
正
で
一
部
国
税
化
す
る
影

響
は
。事

業
年
度
の
関
係
で

H 

27 
年
度
決
算
か
ら
影

響
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ

ン
の
成
果
は
。

広
報
、各
種
イ
ベ
ン
ト
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
、

Ｐ
Ｒ
大
使
の
任
命
な
ど
を
行

い
、
市
の
良
さ
を
市
内
外
に

Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し
た
。

女
性
消
防
団
を
も
っ
と

増
員
し
な
い
か
。

活
躍
の
場
を
増
や
し
、

増
員
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

常
総
市
の
水
害
な
ど
自

然
災
害
が
増
え
て
い
る
。

防
災
無
線
だ
け
で
な
く
、
生

活
安
全
メ
ー
ル
を
も
っ
と
広

く
周
知
し
活
用
し
た
ほ
う
が

良
い
。
登
録
状
況
は
。

登
録
数
8
千
103
人
で
す
。

毎
年
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。が

ん
検
診
受
診
率
を
上

げ
る
た
め
の
方
策
は
。

受
診
年
齢
到
達
者
へ
の

個
別
通
知
、
夜
間
休
日

の
検
診
、
乳
が
ん
検
診
で
の

保
育
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
の
内
容

に
つ
い
て
。

架
空
請
求
、
ア
ダ
ル
ト

サ
イ
ト
の
ワ
ン
ク
リ
ッ

ク
請
求
等
の
相
談
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
相
談
員
が

間
に
入
り
28
件
解
決
し
ま
し

た
。
弁
護
士
を
紹
介
し
た
例

も
あ
り
ま
す
。

幼
保
一
元
化
の
検
討

は
。

昭
和
や
平
川
な
ど
地
区

ご
と
に
課
題
を
抱
え
て

い
る
の
で
、
庁
内
で
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

難
病
患
者
療
養
見
舞
金

の
決
算
額
減
の
理
由
は
。

Ｈ
27
年
７
月
か
ら
対
象

疾
患
が
増
加
す
る
た
め
、

持
続
可
能
な
取
組
み
の
一
環

で
支
給
回
数
を
１
回
減
ら
し

ま
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
券
の
廃
止
。

利
用
者
か
ら
の
苦
情
は
。

Ｈ 

26 
年
度
当
初
は
苦
情

も
あ
り
ま
し
た
が
、
福

祉
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
可
能

枚
数
を
増
加
す
る
な
ど
、
改

正
内
容
を
説
明
し
て
理
解
を

求
め
て
い
ま
す
。

世
代
間
支
え
合
い
家
族

支
援
事
業
の
状
況
は
。

新
築
で
の
近
居
４
件
、

新
築
で
の
同
居
３
件
、

増
築
で
の
同
居
１
件
、
同
居

の
た
め
の
転
居
２
件
で
助
成

金
を
交
付
し
ま
し
た
。

椎
の
森
工
業
団
地
の
企

業
誘
致
の
状
況
は
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た

の
は
、
飲
料
製
造
１
社

と
電
気
供
給
業
２
社
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
10
社
を
超
え

て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
排
出
量
が
減
少

し
て
い
る
が
、
事
業
費

が
増
加
し
て
い
る
理
由
は
。

Ｋ
Ｃ
Ｓ
へ
の
委
託
料
は
、

前
々
年
度
の
ゴ
ミ
の
量

で
算
定
し
て
い
る
た
め
増
加

し
て
い
ま
す
。

小
学
校
自
然
体
験
学
習

の
費
用
と
継
続
の
必
要

性
に
つ
い
て
。

助
成
費
は
、総
額
の
半

分
で
１
人
７
千
円
が
上

一
般
会
計

女性消防団と
紙芝居で防災のお勉強

生活安全メールを登録しましょう！

皆さんが納めた税金が効率的に使われたか、決算審査特別委員会で確認しました。
決算審査特別委員会での質疑を抜粋して掲載しています。会議録は 11月頃ホームページに掲載予定です。

QQ

Q

Q

QQQQ

QQ

QQ

Q AA

A

A

AAAA

AAA

AA

【
企
画
・
財
政
】

【
防
災
・
消
防
】

【
市
民
生
活
】

【
福
祉
】

【
産
業
・
環
境
】

【
教
育
・
生
涯
学
習
】
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限
で
す
。
思
い
や
り
、
協
調

性
、
忍
耐
力
を
育
む
事
業
な

の
で
継
続
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
の

今
後
の
設
置
予
定
は
。

現
在
昭
和
小
と
長
浦
小

の
み
で
す
が
、
双
方
の

実
施
方
法
を
検
討
し
、
他
校

へ
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

図
書
館
の
書
籍
廃
棄
前

に
デ
ー
タ
化
を
し
な
い

か
。

情
報
価
値
が
無
く
な
っ

た
も
の
や
改
訂
版
が
出

た
も
の
が
中
心
の
た
め
デ
ー

タ
化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

図
書
館
に
wiｰ

fi
環
境

を
充
実
さ
せ
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
が
使
用
で
き
る

よ
う
検
討
し
な
い
か
。

国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ

ル
化
し
た
図
書
の
閲
覧

な
ど
も
備
え
付
け
の
パ
ソ
コ

ン
か
ら
閲
覧
で
き
る
た
め
、

現
在
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

山さ
ん
や野

貝
塚
保
存
活
用
事

業
と
は
。

価
値
あ
る
遺
跡
の
た
め
、

現
在
国
指
定
の
史
跡
と

す
る
た
め
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
将
来
的
に
史
跡
公
園

の
よ
う
に
整
備
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
保
給
付
金
が
減
少
し

て
い
る
理
由
は
。

保
険
給
付
費
が
対
前
年

度
を
下
回
っ
た
た
め
、

給
付
費
が
減
少
し
ま
し
た
。

被
保
険
者
が
減
少
傾
向
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
や
再

雇
用
に
よ
る
社
会
保
険
へ
の

移
行
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

下
水
道
未
接
続
世
帯
へ

の
戸
別
訪
問
の
方
法
に

つ
い
て
。

横
田
地
区
を
重
点
的
に

休
日
訪
問
し
ま
し
た
。

公
民
館
ま
つ
り
な
ど
で
下
水

道
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

根
形
小
と
長
浦
小
に
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設

置
し
て
い
る
が
、
今
後
の
予

定
は
。

  

H 

27 
年
度
は
奈
良
輪
小

と
中
川
小
に
設
置
し
、

順
次
他
の
学
校
に
も
設
置
予

定
で
す
。

水
需
要
が
減
っ
て
い
る
。

水
道
料
金
の
改
定
は
。

袖
ケ
浦
駅
海
側
や
蔵
波

中
学
校
周
辺
の
開
発
で

加
入
金
等
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

が
必
要
で
す
が
、
今
後
４
年

間
は
改
定
無
し
で
考
え
て
い

ま
す
。

Ｈ
26
年
度
は
繰
越
金
が

出
て
い
る
。
国
保
税
引

き
下
げ
を
検
討
し
な
い
か
。

構
造
的
な
課
題
が
あ
る

た
め
、
引
き
下
げ
は
検

討
し
て
い
ま
せ
ん
。

収
納
率
向
上
の
た
め
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の

納
税
を
検
討
し
な
い
か
。

納
税
者
負
担
の
手
数
料

単
価
が
高
い
た
め
現
段

階
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

賦
課
限
度
額
の
上
限
を

14
万
円
か
ら
16
万
円
に

改
正
し
た
が
、
増
収
は
。
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万
円
増
で
す
。

収
入
未
済
額
の
増
加
は
。

対
前
年
度
204
万
円
弱
の

増
加
。
多
税
目
の
滞
納

者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

委 員 長 長谷川重義

副委員長 鈴木　憲雄

委 員 篠原　幸一
佐久間　清
篠﨑　龍夫
笹生　　猛
篠﨑　典之

村田　　稔
前田美智江
佐藤　麗子
田邊　恒生

決
算
審
査
特
別
委
員
会

平成4年度に発掘された住居跡（山野貝塚）

この小さい穴の上に下水道直結式トイレを
設置して使います

国
保
会
計

後
期
高
齢
会
計

下
水
道
会
計

水
道
会
計

介
護
会
計

Q

Q

Q

Q

QQ

QQQ

Q

QQ

A

A

A

A

AA

AAA

A

AA
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◇
補
正
の
主
な
財
源
は
国
庫
支
出

金
、
前
年
度
繰
越
金
、
市
債
な
ど

で
、
歳
出
補
正
内
容
は
行
政
運
営

上
必
要
な
内
容
の
た
め
、
委
員
会

で
の
採
決
は
否
決
だ
が
賛
成
す
る
。

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
連
条
例

が
可
決
さ
れ
た
た
め
の
必
要
な
予

算
措
置
。
南
袖
用
地
も
早
期
に
活

用
し
、
貸
付
料
や
税
収
等
の
財
源

確
保
や
雇
用
の
確
保
に
繋
げ
よ
う

と
す
る
も
の
な
の
で
賛
成
す
る
。

　

平
成
27
年
度
補
正
予
算
が
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
は
財
政
調
整
基
金

へ
の
積
立
、
法
人
市
民
税
の
還

付
金
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

係
る
戸
籍
住
基
事
務
費
、
雨
水

マ
ン
ホ
ー
ル
改
修
費
な
ど
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
係
費
と

南
袖
用
地
の
企
業
誘
致
推
進
事

業
費
に
つ
い
て
反
対
討
論
が
あ

り
ま
し
た
。

◇
火
葬
場
建
設
に
つ
い
て
、
南
袖

用
地
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
火
葬

場
建
設
の
方
向
性
が
は
っ
き
り
せ

ず
、
結
論
が
出
て
い
な
い
中
で
、

目
的
を
も
っ
て
取
得
し
た
用
地
を

用
途
変
更
し
、
先
行
し
て
企
業
誘

致
を
行
う
の
は
時
期
尚
早
。
目
的

を
達
成
し
て
か
ら
予
算
計
上
す
べ

き
と
考
え
る
の
で
反
対
す
る
。

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
社
会

保
障
を
権
利
で
は
な
く
、
納
税
の

対
価
に
変
え
よ
う
と
し
、
個
人
情

報
が
流
出
し
た
場
合
の
影
響
は
計

り
知
れ
な
い
。
３
兆
円
市
場
と
言

わ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
利

益
が
あ
る
の
は
財
界
と
大
企
業
ば

か
り
。
他
の
補
正
予
算
は
賛
成
だ

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
連
予

算
が
含
ま
れ
る
た
め
反
対
す
る
。

マイナンバー制度と南袖火葬場用地で賛否

平
成
27
年
度
補
正
予
算

 

（
第
２
号
）

論
点
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と

南
袖
火
葬
場
用
地

反対
討論

賛成
討論

・全員協議会で、火葬場共同建設覚書案について執行部より説明。

・総務企画常任委員会では、火葬場建設の経緯について市民へ説明
責任を求め、執行部は９月に市民説明会を開催する事を報告した。

・建設経済常任委員会では、所管事務調査を実施し、火葬場の４
市での共同建設や袖ケ浦市の今後の動向について質疑を行った。

　

未
利
用
の
ま
ま
16
年
が
経
過
。

新
た
な
活
用
方
策
と
し
て
、
賃
貸

料
や
税
収
、
雇
用
の
確
保
に
繋
げ

て
い
く
た
め
賛
成
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
10

月
５
日
か
ら
開
始
す
る
こ
と

に
伴
っ
て
、
通
知
カ
ー
ド
な

ど
に
関
す
る
改
正
及
び
特
定

個
人
情
報
や
情
報
提
供
等
に

関
す
る
改
正
を
行
う
た
め
、

こ
の
条
例
改
正
に
賛
成
す
る
。

　

南
袖
火
葬
場
建
設
用
地
の

買
い
戻
し
に
よ
る
財
産
取
得

が
上
程
さ
れ
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
の
財
産
取
得
は
、
火
葬

場
建
設
用
地
と
し
て
平
成
11

年
に
市
土
地
開
発
公
社
が
取

得
し
た
土
地
を
、
今
後
市
が

利
活
用
し
て
い
く
た
め
に
買

い
戻
す
も
の
で
す
。

　

２
議
案
に
つ
い
て
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
伴
い

通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
等
に

係
る
手
数
料
を
定
め
た
も
の

と
、
本
市
が
保
有
す
る
特
定

個
人
情
報
に
つ
い
て
、
番
号

法
と
同
様
の
保
護
措
置
等
を

講
ず
る
た
め
の
改
正
で
す
。

手
数
料
条
例
・
個
人

情
報
保
護
条
例
改
正

南
袖
用
地
財
産
取
得

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
係

～
火
葬
場
建
設
は
～

賛成
討論

賛成
討論

　

６
月
議
会
で
の
指
摘
内
容
と
同

じ
。
状
況
も
変
化
し
て
い
な
い
し

市
民
へ
の
説
明
も
十
分
で
な
い
。

市
民
説
明
会
も
１
週
間
前
に
急
に

知
ら
せ
て
参
加
者
は
非
常
に
少
な

か
っ
た
と
聞
く
。
今
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
買
戻
し
を
行
う
の
は
反
対
。

反対
討論

　

利
便
性
と
い
っ
て
も
年
に

数
え
る
ほ
ど
の
手
続
き
の
一

部
が
省
略
で
き
る
程
度
。
メ

リ
ッ
ト
よ
り
も
多
額
の
税
金

を
つ
ぎ
込
み
、
大
量
の
個
人

情
報
の
漏
え
い
、
企
業
や
自

治
体
の
整
備
・
体
制
確
保
が

重
い
負
担
と
な
る
た
め
、
改

正
に
は
反
対
す
る
。

反対
討論 今定例会での火葬場建設関係の動き

南袖用地

袖ケ浦
海浜公園
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◆議長は、地方自治法第116条の規定により、採決に加わりません。
◆議案名中の『袖ケ浦市』及び『～ついて』は省略表示してあります。
◆福原孝彦議員は８月31日付で議員を辞職しました。

○＝原案賛成　●＝原案反対

議　案　名

議
決
結
果

付
託
委
員
会

粕
谷　

智
浩

在
原　

直
樹

小
国　　

勇

笹
生　

典
之

緒
方　

妙
子

篠
原　

幸
一

村
田　　

稔

鈴
木　

憲
雄

佐
久
間　

清

前
田
美
智
江

長
谷
川
重
義

篠
﨑　

龍
夫

茂
木　

芳
和

励
波　

久
子

佐
藤　

麗
子

笹
生　　

猛

榎
本　

雅
司

阿
津　

文
男

田
邊　

恒
生

塚
本　

幸
子

篠
﨑
　
典
之

渡
辺
盛（
議
長
）

手数料条例の一部を改正する
条例の制定

原案
可決

総
務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● －

個人情報保護条例の一部を改
正する条例の制定

原案
可決

総
務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● －

財産の取得（メモリアルパー
ク（火葬場）建設事業用地）

原案
可決 － ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ －

平成27年度一般会計補正予算
（第２号）

原案
可決

総
務 ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ○ ● －

平成26年度一般会計及び各特
別会計歳入歳出決算の認定

原案
認定

決
算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● －

安全保障関連２法案の廃案を
求める意見書採択についての
請願書

不
採択

総
務 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ －

ＪＲ路線の利便性向上と地域
住民の足確保に関する陳情

不
採択

総
務 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ○ －

緊急に介護報酬の再改定を求
める陳情書

不
採択

文
教 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ －




平成 27 年 9 月定例会の議決結果

　９月定例会では、議案 10 件、認定２件、諮問１件について決議し、原案のとおり可決されました。
また、請願２件、陳情２件について決議し、１件が採択され、３件が不採択となりました。そのうち賛
否が分かれた案件は８件でした。

全会一致で原案可決・認定・採択・同意された案件
○職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例の制定
○市営住宅条例の一部を改正する条例の制定
○平成26年度水道事業会計利益の処分
○平成27年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
○平成27年度介護保険特別会計補正予算（第１号）
○平成27年度水道事業会計補正予算（第１号）
○平成26年度水道事業会計決算の認定
○平岡大排水路の整備に関する請願書
○人権擁護委員の推薦（村越のり子氏（再任））
※「安保関連法案の慎重審議を求める意見書提出を求める陳

情」は、９月24日陳情人から取下げられました。
詳細については袖ケ浦市ホームページでご確認いただくか、
議会事務局にお問い合わせください。
　袖ケ浦市ホームページ http://www.city.sodegaura.lg.jp
　議会事務局　☎（６２）３４５０（直通）

人権擁護委員３氏が再任

　平成27年９月30日をもって任期満了と
なる人権擁護委員の小倉正敬さん、田代
悦子さん、稲垣昭彦さん、３氏の再任が
６月定例会において全員賛成で同意され
ました。任期は平成27年10月１日から３
年間です。

人権擁護委員は、法務大臣から委嘱
されます。人権が尊重される社会を目指
して、相談業務と啓発活動を行っていま
す。袖ケ浦市では８人の委員が活動して
います。

小倉正
ただのり 

敬さん 田代悦子さん 稲垣昭彦さん

◆賛否が分かれた案件

▲議決結果は
こちらから
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見える議会へ第一歩
市民と議員の意見交換会

◆議会ってどう見えますか？どんなイメージですか？	
◆どうしたら、まちづくりに多くの人が参加しやすく
なりますか。
◆こんな袖ケ浦にしたい！
〝どうすればもっと魅力的にこれからもずっと住み
たいまちにできるかな〟

　平成 24 年に設置された議会改革特別委員会で「議会の活動が市民に伝わっていない」という共通
認識を確認し、「市民と向き合う機会を創ろう」ということになりました。その後設置された、議会
改革推進特別委員会で議論、視察、研究を重ね、ワールドカフェ方式で意見交換会を行うことになり
ました。カフェドぎかいを通してみなさんの生の声を聴き、その声を議会活動に活かしていきたいと
思います。この対話を通じて、議会の存在を身近に感じてもらいたいと考えています。

平成 27年８月 22日土曜日　市民会館レストランホールで開催
　開催前には「参加者と議員で 50 名位になれば」と思っていましたが、高校生を含む総勢75名（う
ち議員 19 名）と、予想を大幅に上回る人数で開催する事ができました。ご参加いただいた皆様あり
がとうございました。

合間でお茶を飲んだり、お菓子をつまんだり

まずはじゃんけんでリラックス

袖
ケ
浦
市
の

　
こ
れ
か
ら
を
語
ろ
う

たくさんのご
意見、ご感想
をいただきま
した

概ね市民４人＋議員２人のグループで
テーマに沿って話します

模造紙には、
自由にみんなで
話したことを
書いていきます

今回のテーマ

Café deぎかいカフェ ド

なぜ café de ぎかい？
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初
め
て
の
カ
フ
ェ
ド

ぎ
か
い
を
終
え
て
、
議

員
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

意
見
が
出
ま
し
た
。

●

思
っ
た
よ
り
参
加

者
が
多
く
、
と
て
も

良
か
っ
た
。

●

議
員
と
市
民
が
直

接
語
り
合
え
た
こ

と
が
大
き
な
成
果
。

●

議
会
が
、
こ
う
い
う
機
会
を

作
っ
た
こ
と
は
意
議
が
あ
っ
た
。

●

会
派
を
越
え
て
こ
う
い
う
機
会

が
あ
る
の
は
良
い
。

●

議
員
が
し
ゃ
べ
り
す
ぎ
た
。
ど

う
ま
と
め
て
返
す
か
が
大
切
。

　

ま
だ
ま
だ
改
善
点
は
あ
り
ま

す
が
、
参
加
者
か
ら
も
続
け
て

ほ
し
い
と
い
う
意
見
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　ワールドカフェ方式
は、友好議会である久慈
市議会の意見交換会「か
だって会議」で取り入れ
ている手法で、情報交換
を通して、袖ケ浦市議会
でも取り入れることにな
りました。
　久慈市とは、日本初の

「議会同士の友好関係」
を結んだ友好議会です。

　知識や知恵は、会議室
の中でなく、人々がオー
プンに話し、自由にネッ
トワークを築くことので
きる『カフェ』のような
空間でこそ生まれるとい
う考えに基づいた話し合
いの手法です。

初めて袖ケ浦の政治
や経済の状態を知る
ことができました

参加している全員の
意見が参考になった

テーマの内容が広
すぎる。事前に知
らせてほしい

クエスチョンタイ
ムが欲しかった

高校生の参加が
良かった

こんなに身近で
要望等を言える
場所は他に無い

世代・地域をこえて
意見が聞けて良かった

袖ケ浦の子ども達も
たくさん参加してほしい

悩みや要望を真摯に受
け止め、策を考える様
子が深く印象に残った

各議員さんと
身近に話せて
良かった

遠く、あいまいな存在
だった議員さんと話し
ができて良かった

議会が橋渡し
として開催して
いってほしい

いつも会えない
人といろいろな話
ができた

若い人が
集まるような
袖ケ浦市に！

　意見交換会の実施が決まり、会の名前を考えました。「市民との意見交換会」では堅苦しい、もっ
と親しみやすい名前の方がいい、と議論を重ねました。しかし、なかなか良い案が浮かびませんでした。
　委員会終了後に、ふと「横文字ってどうかな」という話から、「café de ぎかい」とい
う名前が生まれました。カフェで友達同士が、気楽に気軽に話すような雰囲気で意見交換
できたらとの願いからのネーミングです。

　

次
回
の
開
催
で
は
、「
テ
ー
マ

を
絞
る
」「
各
地
区
を
回
る
」「
参

加
者
の
募
集
方
法
を
検
討
す
る
」

な
ど
、
議
会
改
革
推
進
特
別
委

員
会
で
検
証
し
、
次
の
カ
フ
ェ

ド
ぎ
か
い
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

～
次
回
の
開
催
乞
う
ご
期
待
～

袖ヶ浦高校の生徒も参加してくれました
来年６月以降　選挙権年齢が 18 歳以上に引き下げられます

北限の海女
イメージキャラクター

「アマリン」

岩手県久慈市

café de ぎかい
と久慈市議会

名前の由来は「気楽に・気軽に・楽しく」！

「カフェドぎかい」終了
First
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一般質問

市政を問う1111
が
人人

　
在
原
　
直
樹
　
議
員
　
　
　（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

　
前
田
　
美
智
江
　
議
員
　
　
　（
公
明
党
）

・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
着
陸
場
所
に
つ
い

て
・
18
歳
選
挙
権
へ
の
対
応
に
つ
い
て

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
オ
リ
パ
ラ
）
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て

・
環
境
行
政
に
つ
い
て

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
着
陸

場
所
が
、
市
内
に
何
カ

所
指
定
さ
れ
て
い
る
か
。

現
在
、
市
内
の
公
共
の

運
動
場
、
公
園
、
小
中

学
校
の
校
庭
や
、
民
間
の
施

設
等
の
中
か
ら
25
カ
所
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の

離
着
陸
で
は
、
消
防
隊

に
よ
る
散
水
を
行
う
が
、
蔵

波
川
調
整
池
や
の
ぞ
み
野

サ
ッ
カ
ー
場
等
は
、
散
水
の

必
要
が
な
く
早
く
着
陸
で
き

る
と
思
う
。
今
後
は
優
先
的

に
使
用
し
て
い
か
な
い
か
。

指
定
管
理
者
が
常
駐
し

て
い
な
か
っ
た
り
、
侵

入
防
止
柵
が
施
錠
さ
れ
て
い

て
使
用
で
き
る
ま
で
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
直
近

の
場
所
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
直
近
の
離
着
陸
場
所

が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
活

Ｑ Ｑ

県
内
外
の
観
光
客
を
呼

び
込
む
た
め
の
魅
力
あ

る
観
光
地
づ
く
り
を
ど
う
進

め
て
い
く
か
伺
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に

よ
る
情
報
発
信
に
努
め
、

市
内
回
遊
策
を
図
り
ま
す
。

ま
た
「
袖
ケ
浦
魅
力
発
見
バ

ス
ツ
ア
ー
」
も
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
環
境

充
実
の
た
め
、
必
要
に

応
じ
て
誰
に
で
も
使
い
易
い

施
設
に
改
修
す
べ
き
で
は
。

使
い
づ
ら
い
所
は
順
次

修
繕
等
を
行
い
ま
す
。

国
際
社
会
で
活
躍
す
る

人
材
の
育
成
を
図
る
中
、

小
中
学
校
で
も
オ
リ
パ
ラ
教

育
に
取
り
組
ま
な
い
か
伺
う
。

文
科
省
で
も
オ
リ
パ
ラ

教
育
に
つ
い
て
審
議
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
そ
れ
に
沿
っ
て

用
し
ま
す
。

本
庁
の
期
日
前
投
票
所

は
駅
か
ら
近
く
便
利
だ

が
、
最
上
階
に
あ
る
た
め
投

票
し
づ
ら
い
。
今
あ
る
環
境

で
も
改
善
の
余
地
が
あ
る
と

思
う
が
、
１
階
ロ
ビ
ー
な
ど

に
期
日
前
投
票
所
を
設
置
で

き
な
い
か
。

１
階
ロ
ビ
ー
で
の
期
日

前
投
票
所
開
設
は
、
利

便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
と

判
断
し
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
部
屋
を
設
け
る
だ
け
の

十
分
な
広
さ
が
な
く
、
投
票

時
の
秘
密
保
持
や
公
正
さ
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
今
後
予
定
さ
れ
る

庁
舎
整
備
に
併
せ
、
改
善
す

る
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
・
街
灯
な
ど

へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進
に

つ
い
て
伺
う
。

電
気
料
の
削
減
と
照
明

の
長
寿
命
化
を
図
る
た

め
、
新
規
設
置
と
、
灯
具
な

ど
の
交
換
が
必
要
な
際
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
全
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
他
市
の

事
例
を
調
査
し
な
が
ら
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

回
収
の
普
及
・
啓
発
を

伺
う
。イ

ベ
ン
ト
回
収
実
施

に
あ
た
っ
て
、
広
報

紙
や
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
啓
発
を
行

い
ま
す
。
又
、
年
度
内
に
市

内
３
カ
所
で
ボ
ッ
ク
ス
回
収

を
行
い
、
普
及
啓
発
を
し
て

い
き
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
着
陸
場

所
に
つ
い
て

東
京
オ
リ
パ
ラ
開
催
を
契
機

に
我
が
ま
ち
を
元
気
に
！

地
球
温
暖
化
を
意
識
し
た

省
エ
ネ
対
策
の
推
進
を
！

18
歳
選
挙
権
へ
の
対
応
に

つ
い
て

QQ

QQQ

QQ

Q

AA

AAA

AA

A

一般質問とは、市政のあらゆる疑問につ
いて、本会議の場で、市に対し議員が質問や
提案を行うものです。
　議員本人がＱ＆Ａを要約し、作成した原稿
を登壇順に掲載しています。未掲載の内容
も含め、一般質問の様子をホームページで
録画配信中ですのでご覧ください。
　会議録は12月頃掲載予定です。
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粕
谷
　
智
浩
　
議
員
　
　
　（
新
風
会
）

　
篠
﨑
　
龍
夫
　
議
員
　
　
　（
新
政
会
）

　
田
邊
　
恒
生
　
議
員
　
　
　（
市
民
ク
ラ
ブ
）

・
出
口
市
長
３
期
目
出
馬
表
明
に
つ
い

て

・
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
促
進
を

・
停
電
の
な
い
街
へ
の
申
し
入
れ
を

・
市
民
へ
の
省
エ
ネ
の
働
き
か
け
を

・
今
秋
の
市
長
選
挙
で
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
つ
い
て

・
第
３
期
実
施
計
画
策
定
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

一般質問市政を問う

市
民
と
の
約
束(

マ
ニ

フ
ェ
ス
ト)

は
果
た
さ

れ
た
か
伺
う
。

現
時
点
に
お
い
て
は
21

の
取
り
組
み
項
目
の
う

ち
17
項
目
、
お
よ
そ
80
％
の

項
目
に
つ
い
て
順
調
に
実
施

さ
れ
、
具
体
的
な
実
施
効
果

が
上
が
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

市
長
就
任
か
ら
過
去
８

年
間
を
振
り
返
り
、
市

長
の
自
己
評
価
を
伺
う
。

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、

取
り
組
む
べ
き
も
の
に

は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
成
果
と
し
て
全
国

的
に
人
口
が
減
少
す
る
中
、

本
市
は
人
口
が
微
増
し
て
い

る
こ
と
な
ど
市
民
の
た
め
に

常
に
前
進
し
て
き
た
も
の
と

自
負
し
て
い
ま
す
。

過
去
８
年
間
で
木
更
津

市
は
人
口
が
約
１
万
人

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、

火
災
の
発
生
に
よ
る
２

次
災
害
が
怖
い
。
そ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
、
各
家
庭
の
分
電

盤
に
、
大
き
な
地
震
が
発
生

し
た
と
き
に
元
電
源
を
切
る
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
す

る
こ
と
が
有
効
に
な
る
。
設

置
に
補
助
を
出
し
て
、
促
進

を
図
ら
な
い
か
。

補
助
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
自
助
の
観
点
か
ら
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
対
す
る

認
識
を
高
め
、
普
及
促
進
に

向
け
て
い
き
ま
す
。

８
月
に
、
福
王
台
、
奈

良
輪
地
区
で
、
２
度
の

停
電
が
発
生
し
た
。
最
初
は
、

暑
い
真
夜
中
で
あ
り
、
ク
ー

ラ
ー
も
止
ま
り
、
熱
中
症
も

懸
念
さ
れ
た
。
停
電
の
な
い

街
へ
の
改
善
を
求
め
る
。

道
路
網
の
整
備
に
つ
い

て
伺
う
。

長
浦
駅
前
通
り
の
電
線

地
中
化
は
Ｈ
31
年
度
ま

で
に
着
手
す
る
路
線
と
し
て

位
置
付
け
て
い
ま
す
が
、
事

業
費
は
袖
ケ
浦
駅
前
通
り
を

参
考
に
す
る
と
９
億
円
程
度

と
予
想
さ
れ
、
近
年
、
国
の

補
助
金
が
大
幅
に
減
額
さ
れ

て
お
り
、
早
期
に
取
り
組
む

こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　

平
成
通
り
さ
つ
き
台
郵
便

局
前
の
右
折
レ
ー
ン
設
置
に

つ
い
て
は
、
近
接
す
る
交
差

点
の
中
央
分
離
帯
閉
鎖
等
の

課
題
も
含
め
整
備
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

工
事
費
高
騰
が
続
く
中
、

庁
舎
整
備
の
計
画
は
延

期
し
な
い
か
伺
う
。

「
庁
舎
整
備
基
本
計

画
」
で
は
既
存
庁
舎
は

耐
震
性
が
低
く
老
朽
化
が
進

増
加
し
た
が
、
こ
の
差
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
伺
う
。

木
更
津
市
内
各
地
で
区

画
整
理
事
業
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
住
宅
地
の
供
給

体
制
が
整
え
ら
れ
て
き
た
こ

と
、
本
市
の
住
宅
地
と
比
べ

る
と
地
価
が
安
い
、
区
画
整

理
地
内
に
商
業
施
設
の
集
積

が
あ
る
、
ま
た
ア
ク
ア
ラ
イ

ン
値
下
げ
継
続
な
ど
が
要
因

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
口
増
が
期
待
で
き
る

袖
ケ
浦
駅
海
側
地
区
の

中
の
、
第
２
工
区
か
ら
高
須

地
区
へ
の
接
続
は
歩
道
の
み

だ
が
、
い
つ
整
備
す
る
の
か

伺
う
。区

画
整
理
事
業
の
完
成

後
に
早
々
に
整
備
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
南
袖
に
向
け
て
の
延
伸

計
画
も
関
連
事
業
の
状
況
を

見
て
、
早
期
整
備
が
図
れ
る

よ
う
次
期
実
施
計
画
へ
提
案

を
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
の
停
電
は
、
高
圧

線
の
不
具
合
で
、
復
旧

と
と
も
に
、
同
様
の
設
備
の

点
検
を
行
い
ま
し
た
。
事
業

者
へ
の
停
電
の
な
い
街
へ
の

申
し
入
れ
と
、
市
民
に
対
し
、

倒
木
に
よ
る
停
電
を
防
ぐ
た

め
、
樹
木
の
適
正
管
理
を
す

る
よ
う
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

台
風
の
大
型
化
や
竜
巻

の
多
発
は
、
人
間
が
作

り
出
し
た
地
球
温
暖
化
が
大

き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　
市
民
へ
の
働
き
か
け
を
推

進
し
、
家
庭
で
で
き
る
省
エ

ネ
活
動
や
省
エ
ネ
指
導
な
ど

を
行
っ
て
い
か
な
い
か
。

市
民
向
け
の
環
境
学

習
講
座
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
環
境
省
の
家
庭

エ
コ
診
断
の
市
民
へ
の
周
知
、

普
及
を
行
い
ま
す
。
ご
み
の

発
生
自
体
の
抑
制
と
再
利
用

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
旧
庁
舎

は
建
替
え
、
新
庁
舎
は
耐
震

補
強
及
び
大
規
模
改
修
を
行

い
長
寿
命
化
を
図
る
と
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
基
本
計
画
の
中

で
は
定
め
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

第
３
期
実
施
計
画
策
定
に
合

わ
せ
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え

慎
重
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の

推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
つ
い
て
は
、
観
光

施
設
や
集
客
イ
ベ
ン
ト
を
活

用
し
た
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、
生

産
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
推

進
し
ま
す
。
６
次
産
業
化
、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
整
備
支
援

事
業
に
つ
い
て
は
先
進
事
例

な
ど
を
参
考
に
支
援
方
法
を

決
定
し
、
意
欲
あ
る
事
業
者

の
発
掘
と
合
わ
せ
、
Ｈ
29
年

度
か
ら
の
具
体
的
な
事
業
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

出
口
市
長
３
期
目
出
馬
表

明
に
つ
い
て

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

促
進
を

停
電
の
な
い
街
へ
の
申
し

入
れ
を

市
民
へ
の
省
エ
ネ
の
働
き

か
け
を

第
３
期
実
施
計
画
策
定
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

QQQ

QQ

Q

QQ

Q

Q

AA

A

AA

AA

A

AA
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緒
方
　
妙
子
　
議
員
　
　
　（
公
明
党
）

　
榎
本
　
雅
司
　
議
員
　
　
　（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

　
小
国
　
　
勇
　
議
員
　
　
　（
志
清
会
）

・
健
康
福
祉
に
つ
い
て

・
公
民
連
携
と
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
つ
い
て

・
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
空
き
家
対
策
等
の
取
り
組
み
に
つ
い

て

・
安
心
、
安
全
な
通
学
路
の
整
備
に
つ

い
て

・
環
境
安
全
対
策
に
つ
い
て

一般質問市政を問う

乳
幼
児
へ
の
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

公
費
助
成
を
し
な
い
か
。

厚
生
労
働
省
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
接

種
通
知
に
予
診
票
を
同

封
し
な
い
理
由
は
。

再
接
種
防
止
の
た
め
、

来
庁
に
て
確
認
し
ま
す
。

接
種
漏
れ
を
防
ぐ
た
め

に
再
通
知
を
し
な
い
か
。

任
意
の
自
費
接
種
や
自

己
判
断
の
未
接
種
も
あ

り
再
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
。

Ｈ
28
年
度
の
実
施
に
向

け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
検
討

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

30
歳
以
上
を
対
象
に
健

診
等
の
受
診
を
ポ
イ
ン

ト
換
算
し
、
特
典
を
設
け
ま

す
。

登
下
校
の
安
全
に
つ
い

て
、
学
校
で
ど
の
よ
う

な
指
導
を
し
て
い
る
か
伺
う
。

防
犯
ブ
ザ
ー
の
確
認
と

実
演
指
導
、
ま
た
不
審

者
に
遭
遇
し
た
際
の
具
体
的

な
行
動
の
指
導
、
さ
ら
に
学

校
安
全
メ
ー
ル
を
配
信
し
て

注
意
喚
起
を
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
タ
グ
に
よ
り
、
子

ど
も
が
校
門
や
通
学
路

の
ポ
イ
ン
ト
通
過
時
に
保
護

者
へ
自
動
通
知
し
た
り
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
り
位
置
を
把

握
で
き
る
「
児
童
見
守
り
シ

ス
テ
ム
」
を
導
入
し
な
い
か
。

安
全
シ
ス
テ
ム
の
技
術

進
歩
は
目
ま
ぐ
る
し
く
、

今
後
様
々
な
面
か
ら
調
査
研

究
を
し
て
い
き
ま
す
。

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
を
袖

ケ
浦
駅
前
と
長
浦
駅
前

に
１
台
ず
つ
設
置
し
、
今
後

の
計
画
を
作
る
と
い
う
こ
と

県
道
横
田
停て

い

車し
ゃ

場ば

上

泉
線
の
歩
道
整
備
の

進
捗
状
況
及
び
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

本
年
度
は
路
線
測
量
、

道
路
詳
細
設
計
を
行
い

来
年
度
に
つ
い
て
は
、
用
地

の
境
界
立
ち
会
い
を
実
施
予

定
で
す
。

県
道
長
浦
上
総
線
阿
部

地
区
の
幅
員
減
少
地
域

の
拡
幅
整
備
に
つ
い
て
。

拡
幅
整
備
に
つ
い
て
は
、

沿
道
の
地
権
者
の
皆
様

の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

市
道
川
原
井
林
線
の
、

幽
谷
分
校
付
近
の
幅
員

減
少
地
域
に
お
け
る
、
安
全

対
策
及
び
道
路
拡
幅
工
事
の

整
備
に
つ
い
て
。

路
肩
付
近
に
緑
色
の
歩

行
帯
を
設
け
る
こ
と
や
、

幅
員
減
少
の
警
戒
標
識
を
設

公
民
連
携
へ
の
市
長
の

考
え
と
本
市
の
取
組
み
。

企
業
等
の
創
意
工
夫
や

資
金
の
活
用
、
連
携
し

た
取
組
み
は
重
要
で
す
。
本

市
に
お
い
て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
活

用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
検

討
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
に
よ

る
効
果
を
伺
う
。

制
度
導
入
後
か
ら
約
５

億
８
千
９
百
万
円
を
節

減
。
指
定
管
理
者
に
よ
る
自

主
事
業
は
市
民
に
好
評
で
す
。

指
定
管
理
の
客
観
的
な

点
検
評
価
の
実
施
は
。

先
進
自
治
体
の
事
例
を

調
査
、
研
究
し
ま
す
。

規
制
緩
和
の
取
組
み
に

よ
る
有
形
、
無
形
資
産

の
有
効
活
用
を
し
な
い
か
。

必
要
に
応
じ
て
、
国
や

県
へ
の
規
制
緩
和
に
つ

い
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

だ
が
、
平
川
地
区
で
の
設
置

見
込
み
を
伺
う
。

平
川
地
区
を
含
め
市
内

の
主
要
箇
所
に
設
置
を

進
め
る
方
向
で
検
討
し
ま
す
。

所
有
者
に
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
改
善
指
導
を

行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

調
査
を
行
っ
て
文
書
や

直
接
連
絡
を
取
り
指
導

し
、
ま
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
の
実
態
調
査
と

対
策
計
画
を
伺
う
。

実
態
調
査
と
所
有
者

へ
の
意
向
調
査
を
行
い
、

対
策
計
画
と
し
て
、
方
針
や

期
間
、
特
定
空
き
家
基
準
を

策
定
し
、
指
導
し
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の

開
始
時
期
を
伺
う
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は

Ｈ
28
年
度
運
用
開
始
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

置
す
る
な
ど
を
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
拡
幅
工
事
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
沿
道
地
権
者

等
と
協
議
の
上
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

高
谷
地
区
の
残
土
埋
立

予
定
地
の
現
状
は
。

県
か
ら
補
正
指
示
を
受

け
て
お
り
、
許
可
申
請

は
受
理
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
事
業
者
の
新
た
な

動
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

川
原
井
表お

も
て
ば場
地
先
の
、

太
陽
光
発
電
設
置
の
為

の
盛
土
工
事
に
係
わ
る
本
市

の
対
応
は
。

Ｈ
26
年
６
月
に
現
地
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
改

良
土
の
搬
入
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
市
で
は
週
６
回

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続
し
て

お
り
、
違
法
性
の
あ
る
搬
入

が
さ
れ
て
い
な
い
か
監
視
を

し
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
に
つ
い
て

公
民
連
携
に
つ
い
て

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り

空
き
家
対
策
等
の
取
り
組

み

安
心
安
全
な
通
学
路
整
備

に
つ
い
て

環
境
保
全
に
つ
い
て

QQQQQ

QQQ

QQQ

QQQ Q

QQQ

QQ

AAAAA

AAA

AAAA

AA

AA

AAA A
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鈴
木
　
憲
雄
　
議
員
　
　
　（
新
風
会
）

　
篠
﨑
　
典
之
　
議
員
　（
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
）

　
佐
藤
　
麗
子
　
議
員
　
　
　（
志
清
会
）

・
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
、
前
期
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

・
袖
ケ
浦
駅
海
側
土
地
区
画
整
理
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

・
市
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

・
１
回
５
千
４
百
円
の
負
担
と
な
る
小
児
医

療
へ
の
「
時
間
外
選
定
療
養
費
」
の
導
入

な
ど
医
療
行
政
に
つ
い
て

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
外
来
種
被
害
防
止
行
動
に
つ
い
て

・
学
校
及
び
幼
稚
園
、
保
育
園
等
の
環

境
に
つ
い
て

一般質問市政を問う

農
業
情
勢
の
推
移
に
つ

い
て
。

農
家
数
の
減
少
と
高
年

齢
化
の
進
行
、
耕
地
面

積
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作

成
と
推
進
に
つ
い
て
。

地
域
農
業
の
将
来
の
あ

り
方
を
計
画
す
る
も
の

で
、
２
地
区
で
作
成
済
で
す
。

６
次
産
業
化
の
推
進
に

つ
い
て
。

す
で
に
２
件
の
事
例
が

あ
り
、
県
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
活
用
な
ど
で
、
事

業
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
に
つ
い
て
。

体
験
農
園
な
ど
の
支
援

を
通
じ
て
、
観
光
施
設

と
の
連
携
、
観
光
客
の
誘
致

に
取
り
組
み
ま
す
。

農
工
商
観
光
業
の
連
携
、

交
流
促
進
に
つ
い
て
。

平
成
29
年
度
ま
で
に

58
億
円
の
税
収
不
足

を
口
実
に
福
祉
医
療
等
施
策

の
削
減
を
し
て
き
た
が
、
現

実
は
見
通
し
と
ず
れ
て
き
た
。

元
に
戻
さ
な
い
か
。

緩
や
か
な
景
気
回
復
基

調
を
背
景
に
市
税
収
入

が
見
込
み
を
上
回
り
、
実
質

収
支
が
上
振
れ
し
、
財
政
全

般
は
改
善
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
不
確
定
要
素
が
残

り
、
現
段
階
で
元
に
戻
す
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

58
億
円
不
足
を
理
由

に
福
祉
等
を
削
減
し
た
。

上
振
れ
に
よ
る
見
直
し
を
市

役
所
と
し
て
検
討
し
た
の
か
。

Ｈ
26
年
度
は
、
※
合
議

体
等
で
の
協
議
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

有
料
化
で
が
ん
検
診
受

診
率
低
下
な
ど
影
響
が

あ
る
。
現
実
経
済
変
化
に
応

本
市
で
問
題
に
な
っ
て

い
る
ア
ラ
イ
グ
マ
、
ハ

ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
外
来
種
に

つ
い
て
、
こ
れ
以
上
被
害
が

拡
大
し
な
い
為
に
、
悪
影
響

を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
外
来

種
を
入
れ
な
い
、
飼
養
・
栽

培
し
て
い
る
外
来
種
を
適
切

に
管
理
し
捨
て
な
い
、
既
に

い
る
外
来
種
を
他
地
域
に
広

げ
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
ず
は
現
状
を
把
握
す
る
こ

と
が
必
要
だ
が
、
本
市
の
被

害
状
況
及
び
、
外
来
種
の
数
、

種
類
、
生
息
場
所
の
把
握
は

き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
対
策
を
行
っ
て
き
た
の

か
。
ま
た
、
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
条
例
の
制
定
、
侵
略

的
外
来
種
リ
ス
ト
の
作
成
や

市
民
に
対
す
る
広
報
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く

の
か
、
近
隣
市
と
の
連
携
は

意
見
交
換
、
情
報
共
有

の
機
会
や
、
場
所
の
提

供
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
推

進
に
つ
い
て
。

本
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、
映
像
な
ど

の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

周
辺
幹
線
道
路
の
整
備

状
況
に
つ
い
て
。

Ｊ
Ｒ
内
房
線
立
体
交
差

部
は
Ｈ
28
年
度
完
成
見

込
み
で
す
。
ま
た
、
西
内
河

根
場
線
の
予
備
設
計
な
ど
を
、

行
っ
て
い
ま
す
。

区
画
整
理
地
区
の
イ
ン

フ
ラ
等
整
備
に
つ
い
て
。

上
下
水
道
、
ガ
ス
な
ど

は
Ｈ
28
年
度
ま
で
に
完

了
、
公
園
は
Ｈ
32
年
度
ま
で

に
６
ケ
所
を
整
備
予
定
、
商

業
街
区
は
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ス

ー
パ
ー
等
の
出
店
を
調
整
中

で
す
。

じ
て
軌
道
修
正
を
表
明
し
な

い
か
。有

料
化
し
て
も
受
診
率

は
上
位
で
し
た
。
少
子

高
齢
化
に
備
え
、
制
度
見
直

し
で
長
期
財
源
確
保
の
た
め

財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

君
津
中
央
病
院
で
10
月

か
ら
、
中
学
生
以
下
の

乳
幼
児
等
が
診
療
時
間
外
に

受
診
し
て
、
軽
症
の
場
合
に

１
回
５
千
４
百
円
の
負
担
を

求
め
る
制
度
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
あ
ま
り
に
急
で
あ
り
、

中
止
撤
回
を
求
め
な
い
か
。

医
師
不
足
の
も
と
導
入

は
や
む
を
得
な
い
も
の

で
、
当
面
中
止
の
申
し
入
れ

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

問
題
と
な
っ
て
い
る
ア

ラ
イ
グ
マ
は
市
内
全
域

に
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
生
息
数
は
把
握
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
農
作
物
の
被

害
額
は
Ｈ
26
年
度
で
約
200

万
円
で
す
。 

こ
れ
ま
で
行
っ

て
い
る
対
策
は
、
計
画
に
基

づ
き
、
年
間
を
通
し
て
箱
罠

に
よ
る
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
、

処
分
を
進
め
て
お
り
、
Ｈ
26

年
度
は
73
頭
捕
獲
し
ま
し

た
。
そ
の
他
の
特
定
外
来
生

物
は
、
発
見
の
報
告
が
あ
り

次
第
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
新
た
に
条
例
を
制
定

し
規
制
し
た
り
、
侵
略
的
外

来
種
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
外
来

生
物
の
取
扱
い
や
発
見
時
の

対
策
を
広
く
市
民
に
発
信
し
、

外
来
生
物
拡
散
防
止
や
駆
除

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
近
隣
市
と
の
連
携
は
情

報
共
有
を
中
心
に
進
め
ま
す
。

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
、
前
期

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
か
ら

袖
ケ
浦
駅
海
側
土
地
区
画

整
理
事
業
か
ら

58
億
円
税
収
不
足
表
明
は

撤
回
を

外
来
種
被
害
防
止
計
画
に

つ
い
て

子
ど
も
の
時
間
外
診
療
負

担
増
は
中
止
要
請
を

QQQQQ

QQQ

Q

QQQ

Q

AAAA

AA

A

AAAA

AA※
合
議
体
と
は
、
複
数
の
構
成

員
で
、
そ
の
意
思
を
決
定
す
る

組
織
体
。
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５月 19日〜 20日　　新潟県聖籠町　議会だよりの編集について
	 新潟県上越市　議会運営について

７月２日〜３日　九州電力株式会社松浦発電所（長崎県松浦市）
	 概要、環境保全対策、危機管理体制について
	 佐賀県唐津市　再生可能エネルギーの取り組みについて

７月６日〜７日　北海道芽室町　住民意見交換会、議員研修会	ほか
	 北海道帯広市　議会からの政策提案の取り組み、
	 市民意見交換会ほか

　聖
せいろう
籠町議会は、平成 26 年度全国町村議会だよりコンテストで 10 位入

賞。編集会議は１号につき４回開催し、紙面のレイアウトや原稿、掲載
する写真もすべて広報委員で行っている。事前に当市の議会だよりを送
付し、評価を伺ったところ、厳しい意見とともに有意義な指摘をいただ
き、今後の発行に活かしていきたいと感じた。

　上越市議会は、議会基本条例を柱として議会改革を進めており、定期
的に見直しを行っている。議員間討議や議会報告会の実施、ユーストリー
ムでの委員会中継やフェイスブックによる情報発信も行っている。上越
市は 14 市町村が合併したことから、人口が集中している地域だけが良
くなるのではなく、市全体が良くなるよう、議会が市民の意見を取り上
げていく仕組みを作っていきたいとのことだった。

　九州電力松浦発電所は、石炭を燃料とし、平成元年に創業した。特に
国際環境保護賞や電力会社初となる ISO 認証を取得するなど環境対策
に取り組んでいる。電力自由化に伴い 2020 年中頃から本市に操業予定
の千葉袖ケ浦エナジー（九州電力、出光興産、東京ガスの合同出資）の
経緯と今後について話を伺った。

　唐津市は、過去石炭生産を主要産業の一つとして、経済発展し、火力・
水力発電所を抱え、エネルギー産業に深く関わってきた。現在は、民間
による太陽光発電や、風力発電施設が多く設置されている。平成 24 年
度に再生可能エネルギーの導入等による低炭素社会づくりの推進に関す
る条例を制定し、取り組みについて視察した。

　芽
めむろ
室町議会は、早稲田大学マニフェスト研究所２０１４年の議会改革

度ランキングで１位となった。視察では、「芽室町議会の日本一である
理由」を見たいと思い伺った。未来に向かって議会が一丸となった姿に

「地方議会の新たな可能性」を見い出した。

　帯広市議会は、改革項目を議会基本条例に盛り込み、条例に沿って改
革項目を実践する「条例先行」で改革を進めていた。「条例先行」で改
革を進める問題点や改革を実践した中での問題点などを視察した。

　今回の視察は、Café de ぎかいの開催に大きく影響を与えた視察と
なった。

議運・広報

環境・災害

議会改革

芽室町議会の皆さんと

より良い議会・より良いまちづくりへ

視察レポート視察レポート～特別委員会編～

議会運営委員会、議会広報特別委員会

議会改革推進特別委員会

環境・災害対策特別委員会
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久
留
里
線
で
の
区
間

で
５
時
間
以
上
電
車

が
な
く
、
学
生
や
高

齢
者
が
困
っ
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
す

で
に
要
請
済
み
だ
か
ら
陳
情
し
な
く
て

い
い
と
い
う
の
は
違
う
。
Ｊ
Ｒ
に
対
し

て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
面
か
ら
何
度
で

も
改
善
を
訴
え
て
い
か
な
い
と
、
今
後

も
さ
ら
に
利
用
し
づ
ら
い
駅
が
増
え
る

と
考
え
る
た
め
こ
の
陳
情
に
賛
成
す
る
。

介
護
保
険
制
度
の
持
続
可

能
性
を
考
え
た
場
合
、
制

度
内
で
支
え
合
う
べ
き
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
に
つ
な
が
る
よ
う
な

報
酬
改
定
は
避
け
る
べ
き
だ
が
意
見
書
の
提

出
は
適
当
で
な
い
と
考
え
る
の
で
反
対
す
る
。

介
護
事
務
所
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
経
営
が
悪
化
、
減
収

と
回
答
し
た
事
業
所
が
約

65
％
。
今
回
の
介
護
報
酬
引
き
下
げ
は
介
護

保
険
制
度
を
窮
地
に
追
い
や
る
も
の
。
適
切

な
課
税
措
置
を
実
施
し
、
国
負
担
を
実
施
す

る
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
る
の
で
賛
成
す
る
。

賛成

賛成

賛成

反対

反対

反対

請
願
趣
旨

　

広
域
農
道
か
ら
、
市
道
三

箇
・
永
地
線
沿
い
に
敷
設
さ
れ

て
い
る
、
平
岡
大
排
水
路
に
つ

い
て
、
全
面
整
備
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　

大
雨
に
よ
る
崩
落
や
、
崩
落

に
よ
る
電
柱
の
傾
き
、
ま
た
法の
り

面め
ん

の
高
低
差
が
大
き
く
、
水
利

組
合
で
は
草
刈
り
な
ど
の
管
理

が
困
難
で
す
。

　

当
請
願
は
、
本
会
議
で
採
択

後
、
市
長
に
請
願
書
を
送
付
し
、

処
理
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
Ｈ

28
年
９
月
定
例
会
ま
で
に
報
告

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

請
願
趣
旨

　

国
の
機
関
に
対
し
、
戦
争
に
つ
な
が
る

危
険
性
の
あ
る
安
保
関
連
２
法
案
の
撤

回
・
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
も
の
で
す
。

陳
情
趣
旨

　
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
に
対
し
て
、
運
転
の

取
り
や
め
・
減
便
と
な
る
列
車
の
復
元

や
さ
ら
な
る
列
車
の
増
便
・
接
続
の
改

善
な
ど
Ｊ
Ｒ
路
線
の
利
便
性
向
上
と
利

用
者
・
地
域
住
民
の
足
を
守
る
た
め
、

利
用
者
・
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
「
Ｊ

Ｒ
営
業
施
策
」
実
現
の
た
め
積
極
的
に

働
き
か
け
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
す
。

陳
情
趣
旨

　

介
護
事
業
者
と
介
護
労
働
者
が
充
実
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
緊
急
に
介
護

報
酬
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
介
護
報
酬
の
引

き
上
げ
が
住
民
・
利
用
者
の
保
険
料
・
利
用

料
負
担
増
に
つ
な
が
ら
な
い
措
置
を
取
る
こ

と
に
つ
い
て
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　

付
託
さ
れ
た
総
務
企
画
常
任
委
員
会
で

は
、
賛
成
多
数
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
が
、

陳
情
人
か
ら
取
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◇
戦
争
法
は
、
法
律
の

専
門
家
が
憲
法
違
反
と

表
明
し
、
憲
法
が
国
家

を
縛
る
と
い
う
立
憲
主
義
を
根
底
か
ら
覆

す
も
の
。
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
加
担
し
、

日
本
の
平
和
と
国
民
の
命
を
危
険
に
さ
ら

す
戦
争
法
に
断
固
反
対
す
る
た
め
請
願
に

賛
成
す
る
。

◇
連
日
国
会
前
で
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
が
九

条
を
守
れ
と
夜
中
ま
で
声
を
あ
げ
て
い
る

中
押
し
通
し
た
。
国
の
専
権
事
項
と
い
う

が
、
遠
く
な
い
将
来
、
袖
ケ
浦
市
民
が
戦
死

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
戦
争
へ
の
道
を
食
い

止
め
る
た
め
に
も
本
請
願
に
賛
成
す
る
。

　

市
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

や
国
土
交
通
省
に
対

し
要
望
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
久
留
里
線
活
性
化
会
議
も
新

た
に
立
ち
上
げ
た
。
公
共
性
が
高
い
と

は
い
え
、
株
式
上
場
企
業
の
経
営
の
根

幹
に
問
い
か
け
る
の
は
株
主
の
権
利
で

あ
り
、
市
が
営
業
施
策
に
対
し
て
働
き

か
け
を
行
う
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
考

え
る
た
め
反
対
。

　

法
案
自
体
が
大
変
複
雑

な
た
め
、
引
き
続
き
国

民
に
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
努
力
は
必
要
だ
が
、
こ
の
法
案
は

日
本
の
安
全
保
障
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す

中
、
隙
間
の
な
い
安
保
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
で
戦
争
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
法
案
。

一
地
方
自
治
体
の
議
会
と
し
て
動
向
を
見

守
り
つ
つ
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
の
で
反

対
す
る
。

平
岡
大
排
水
路
の
整
備

に
関
す
る
請
願
書

安
全
保
障
関
連
２
法
案
の
廃
案
を
求
め

る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
請
願
書

Ｊ
Ｒ
路
線
の
利
便
性
向
上
と
地
域

住
民
の
足
確
保
に
関
す
る
陳
情

緊
急
に
介
護
報
酬
の
再
改
定
を
求
め

る
陳
情
書

安
保
関
連
法
案
の
慎
重
審
議
を
求
め

る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

全
会
一
致
で
採
択

賛
成
少
数
で
不
採
択

賛
成
少
数
で
不
採
択

賛
成
少
数
で
不
採
択

陳
情
人
取
下
げ

市民からの 請願・陳情
平岡大排水路　電柱も傾いてきています

より良い議会・より良いまちづくりへ

視察レポート視察レポート～特別委員会編～
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　９月９日（水）一般質問２日目、根形公民館「根形ニコニコ
教室」の皆さんが、本会議を傍聴されました。
　「１人では来にくいけど、こういう形で来ることができて良
かった。」「面白かったので、始めから最後まで聞いていても
良かった。」「年１回ぐらい毎年教室で来ても良いかも。」と、
嬉しいお声をいただきました。
　また、講座生以外の方 も々、たくさん傍聴いただきありがと
うございました。

　平成27年10月25日（日）に行われた市議会議員補欠選挙。立候補者４名のうち、
次の２人が新しく市議会議員に当選しました。
　議員数は定数の24人となりました。なお、議員定数条例の改正により、平成28
年10月に予定されている市議会議員一般選挙から議員定数は22人となります。

本会議傍聴根形ニコニコ教室

　１０月４日、日曜日に行われた秋祭り。毎年
１０月の第１日曜日に行われている、蔵波八
幡神社、久保田八幡神社の例大祭です。当
初、蔵波は１０月１日、久保田は１０月１５日に
行われていましたが、生活環境の変化に
より現在の開催日となりました。干拓され
る前は海にも鳥居が建っており、大神輿を
担ぎながら鳥居を３回廻っていたそうです。
遠浅とはいえ満潮時は腰上まで浸かってし
まい、背の低い人はお神輿にぶら下がって
いたとか。

表紙の写真から

＊一般質問通告一覧表は12月3日頃、ホームページに掲載する予定です。
＊�12月定例会の予定は、11月20日（金）に開催される議会運営委員会で正式
決定されます。詳しくは議会事務局（62ー3450）へお問い合わせください。

Topics

久保田

発行／袖ケ浦市議会　編集／議会広報特別委員会
〒299 - 0292　千葉県袖ケ浦市坂戸市場１－１	 電話0438（62）3450（直通）
袖ケ浦市ホームページ　http://www.city.sodegaura.lg.jp 袖ケ浦市議会 検索

日 月 火 水 木 金 土
11／22 11／23 11／24 11／25 11／26 11／27 11／28

11／29 11／30 12／1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

12月定例会の予定

文教福祉
常任委員会

総務企画
常任委員会

勤労感謝の日

建設経済
常任委員会

一般質問受付
議会運営委員会

本会議
10：00～

本会議
10：00～

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問
予備日）

本会議
（一般質問）
9:30～

山口　進（60）

蔵波 1233-5
TEL.62-0466

山下　信司（66）

久保田 2813-2
TEL.62-2994

お浜
はま

下
お

り〜『袖ケ浦市史 自然民俗編』より〜

投票率

9.97ポイントダウン
前回市議選（58.25％）より

市議補選では過去２番目の低さ

48.28％

当選議員決定 10月25日市議会議員補欠選挙


